
■藤貞幹      江戸時代中後期の学者・好古家。あらゆる学問に夢中になり，日本の文献学・目録学，とくに考古学の祖になった。■藤貞幹      江戸時代中後期の学者・好古家。あらゆる学問に夢中になり，日本の文献学・目録学，とくに考古学の祖になった。■藤貞幹      江戸時代中後期の学者・好古家。あらゆる学問に夢中になり，日本の文献学・目録学，とくに考古学の祖になった。
とうていかん
享保大飢饉・享保大飢饉・享保大飢饉・1732＝      京都で，300年ほど前までは本願寺よりも上一番の寺ともいえた佛光寺の日野家光を祖とする久遠院院主玄

煕の子に生まれる。藤原氏。字は子冬。通称は叔蔵。

父親と同様に僧侶になるべく育てられ，

・・・・・・1741＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：
公事方御定書1742＝10歳：得度するが，

仏教の教えに疑問を抱いて，

・・・・・・1749＝17歳：家を飛び出して還俗，無仏斎と号し，日野家の本姓藤原を名乗る。
・・・・・・1750＝18歳：＝18歳：＝18歳：
徳川吉宗没・徳川吉宗没・徳川吉宗没・1751＝19歳：

この間，宗家の_日野資枝から和歌を，高橋宗直から故実儀式・包丁を，持明院宗時・高芙蓉・韓天寿から_日野資枝から和歌を，高橋宗直から故実儀式・包丁を，持明院宗時・高芙蓉・韓天寿から_日野資枝から和歌を，高橋宗直から故実儀式・包丁を，持明院宗時・高芙蓉・韓天寿から
から書・篆刻を，久米訂斎・後藤芝山・柴野栗山から儒学を，原田越斎から和学，辻豊前守から音楽を学ぶから書・篆刻を，久米訂斎・後藤芝山・柴野栗山から儒学を，原田越斎から和学，辻豊前守から音楽を学ぶから書・篆刻を，久米訂斎・後藤芝山・柴野栗山から儒学を，原田越斎から和学，辻豊前守から音楽を学ぶ
など，じつに幅広い諸学に精通し，など，じつに幅広い諸学に精通し，など，じつに幅広い諸学に精通し，

山脇東洋解剖山脇東洋解剖山脇東洋解剖1754＝22歳：_古代の神器や鏡を安置した内侍所に出勤して古銭幣を知り，｢銭幣私記｣を著すなど，古来の由緒正しいも_古代の神器や鏡を安置した内侍所に出勤して古銭幣を知り，｢銭幣私記｣を著すなど，古来の由緒正しいも_古代の神器や鏡を安置した内侍所に出勤して古銭幣を知り，｢銭幣私記｣を著すなど，古来の由緒正しいも
のに触れて関心を抱くようになり，また，速水房常がまとめてまもない皇室の歴史書を読んだところに，のに触れて関心を抱くようになり，また，速水房常がまとめてまもない皇室の歴史書を読んだところに，のに触れて関心を抱くようになり，また，速水房常がまとめてまもない皇室の歴史書を読んだところに，

宝暦事件・・宝暦事件・・宝暦事件・・1758＝26歳：宝暦事件で逼塞していた日野資枝の実弟裏松固禅が，
大弐政治批判1759＝27歳：＝27歳：＝27歳：
大岡忠光没・大岡忠光没・大岡忠光没・1760＝28歳：

錦絵始・・・錦絵始・・・錦絵始・・・1765＝33歳：高橋宗直の｢紫宸・清涼二殿の図とその考証｣に触発されて，禁中全体を考証しようと思い立つ。

明和事件・・明和事件・・明和事件・・1767＝35歳：*瓦について分析した我が国最古の｢古瓦譜｣を著す。のち，｢好古日録｣｢好古小録｣に，古い宮殿の遺蹟の屋*瓦について分析した我が国最古の｢古瓦譜｣を著す。のち，｢好古日録｣｢好古小録｣に，古い宮殿の遺蹟の屋*瓦について分析した我が国最古の｢古瓦譜｣を著す。のち，｢好古日録｣｢好古小録｣に，古い宮殿の遺蹟の屋
根瓦とそれにに書いてある文字を示し，'小さな破片の瓦ですら歴史を考える資料になるから，捨ててしま根瓦とそれにに書いてある文字を示し，'小さな破片の瓦ですら歴史を考える資料になるから，捨ててしま根瓦とそれにに書いてある文字を示し，'小さな破片の瓦ですら歴史を考える資料になるから，捨ててしま
ってはいけない'と書いており，今では常識になっている考古学の語も発案し，当時の学者は文献がすべてってはいけない'と書いており，今では常識になっている考古学の語も発案し，当時の学者は文献がすべてってはいけない'と書いており，今では常識になっている考古学の語も発案し，当時の学者は文献がすべて
であって，物から歴史像を立であって，物から歴史像を立であって，物から歴史像を立ち上げたことからも，まさにの考古学者らの祖と言える。その文献についてもち上げたことからも，まさにの考古学者らの祖と言える。その文献についてもち上げたことからも，まさにの考古学者らの祖と言える。その文献についても
，'古文書も日々失われていくならば，ただの切れ端ですら，大切にすべきである'と指摘している。，'古文書も日々失われていくならば，ただの切れ端ですら，大切にすべきである'と指摘している。，'古文書も日々失われていくならば，ただの切れ端ですら，大切にすべきである'と指摘している。

御蔭参流行・御蔭参流行・御蔭参流行・1771＝39歳：_裏松固禅が禁中研究に没頭しているさなかに，出会って意気投合，4つ上ながら，その家臣となって，_裏松固禅が禁中研究に没頭しているさなかに，出会って意気投合，4つ上ながら，その家臣となって，_裏松固禅が禁中研究に没頭しているさなかに，出会って意気投合，4つ上ながら，その家臣となって，
田沼意次老中田沼意次老中田沼意次老中1772＝40歳：
大原騒動・・1773＝41歳：_補佐を開始，_補佐を開始，_補佐を開始，

蘭学階梯・・蘭学階梯・・蘭学階梯・・1783＝51歳：裏松固禅が｢大内裏図考証｣の執筆を開始し，指図(平面図)も次々作成，
意知刺殺事件1784＝52歳：この年，_筑前国志賀島で漢委奴国王印いわゆる金印が発見されたが，わずか1か月半後には知っていただけ_筑前国志賀島で漢委奴国王印いわゆる金印が発見されたが，わずか1か月半後には知っていただけ_筑前国志賀島で漢委奴国王印いわゆる金印が発見されたが，わずか1か月半後には知っていただけ

でなく，その読み方とともに独自の理論を展開，その後の学者らの研究の出発点にすらなっている。でなく，その読み方とともに独自の理論を展開，その後の学者らの研究の出発点にすらなっている。でなく，その読み方とともに独自の理論を展開，その後の学者らの研究の出発点にすらなっている。
蝦夷初調査・1785＝53歳：発掘された出土品などを吟味して厳密な考証の必要を唱えて記紀の記述と言えども無条件でこれを支持すべ

きではないと主張し，_神武天皇の在位を600年繰り下げて神代文字の存在を否定した｢衝口発｣を著すが，こ_神武天皇の在位を600年繰り下げて神代文字の存在を否定した｢衝口発｣を著すが，こ_神武天皇の在位を600年繰り下げて神代文字の存在を否定した｢衝口発｣を著すが，こ
れが国学者達の反感を買い，特に神武天皇や素戔嗚尊(その正体を新羅の国王であるとした)の問題についてれが国学者達の反感を買い，特に神武天皇や素戔嗚尊(その正体を新羅の国王であるとした)の問題についてれが国学者達の反感を買い，特に神武天皇や素戔嗚尊(その正体を新羅の国王であるとした)の問題について
は本居宣長が｢鉗狂人｣を著しは本居宣長が｢鉗狂人｣を著しは本居宣長が｢鉗狂人｣を著して貞幹の考証が杜撰であると主張し，逆に，親交していた上田秋成が貞幹を擁て貞幹の考証が杜撰であると主張し，逆に，親交していた上田秋成が貞幹を擁て貞幹の考証が杜撰であると主張し，逆に，親交していた上田秋成が貞幹を擁
護して宣長の姿勢を非難するなど激しい"日の神論争"を招いた。護して宣長の姿勢を非難するなど激しい"日の神論争"を招いた。護して宣長の姿勢を非難するなど激しい"日の神論争"を招いた。

田沼意次失脚田沼意次失脚田沼意次失脚1786＝54歳：＝54歳：＝54歳：

・・・・・・1788＝56歳：｢大内裏図考証｣の作業中，応仁の乱以来の大惨事といわれる京都大火により，内裏も焼亡したが，
混浴禁止・・1791＝59歳：_日本で出版された本をテーマ別に分類した総覧目録というべき｢国朝書目｣を刊行。_日本で出版された本をテーマ別に分類した総覧目録というべき｢国朝書目｣を刊行。_日本で出版された本をテーマ別に分類した総覧目録というべき｢国朝書目｣を刊行。
ﾗｸｽﾏﾝ来日・ ﾗｸｽﾏﾝ来日・ ﾗｸｽﾏﾝ来日・ 1792＝60歳：｢大内裏図考証｣のお蔭で，新内裏が完成。光格天皇は感謝の気持ちから，将軍徳川家斉に漢詩を賜ったが，

異例のことであったらしく，松平定信の顧問の柴野栗山から問い合わせを受け，記憶にないと返事している
。また，立原翠軒に宛てた手紙のなかで，'固禅は，立后御用も済み，最近は堂上地下ともに会読が多く多
忙である`と書いている。_こ_こ_この年から｢集古図｣を始め，の年から｢集古図｣を始め，の年から｢集古図｣を始め，

松平定信引退松平定信引退松平定信引退1793＝61歳：_現在，教科書に，それをもとにした模型の写真が必ず載っている｢東三条殿之図｣を作成して加え，_現在，教科書に，それをもとにした模型の写真が必ず載っている｢東三条殿之図｣を作成して加え，_現在，教科書に，それをもとにした模型の写真が必ず載っている｢東三条殿之図｣を作成して加え，
写楽・・・・写楽・・・・写楽・・・・1795＝63歳：＝63歳：＝63歳：_裏松固禅が｢大内裏図考証｣を献上。よく知られる，｢好古小録｣と，_裏松固禅が｢大内裏図考証｣を献上。よく知られる，｢好古小録｣と，_裏松固禅が｢大内裏図考証｣を献上。よく知られる，｢好古小録｣と，
昌平黌始・・1797＝65歳：_｢好古日録｣4冊刊行。俄かに卒中し，巻ごとにテーマ別に作成した｢集古図｣22巻付録3巻を遺して，没した_｢好古日録｣4冊刊行。俄かに卒中し，巻ごとにテーマ別に作成した｢集古図｣22巻付録3巻を遺して，没した_｢好古日録｣4冊刊行。俄かに卒中し，巻ごとにテーマ別に作成した｢集古図｣22巻付録3巻を遺して，没した

。松平定信が学者らを動員して，3年後に，その前編を刊行した｢集古十種｣の契機にもなったが，貞幹の｢集。松平定信が学者らを動員して，3年後に，その前編を刊行した｢集古十種｣の契機にもなったが，貞幹の｢集。松平定信が学者らを動員して，3年後に，その前編を刊行した｢集古十種｣の契機にもなったが，貞幹の｢集
古図｣の方が断然優れていたのである。古図｣の方が断然優れていたのである。古図｣の方が断然優れていたのである。
号は無仏斎・蒙斎・瑞祥斎・好古など。出版刊行されたのはほんの一部で，没後翌年刊行された｢逸号年号｣
はじめ，｢公私古印譜｣｢百官｣｢伊勢両大神宮儀式帳考註｣などのほか，知られるだけでも，著書は33冊あり，
まさに，学問そのものが好きであった。｢好古日録｣｢好古小録｣を見るだけで，また正倉院の宝物が問題なく
残っていることについて，校倉造が湿度を調節できたからだと初めて明解に指摘したのをはじめ，｢集古図｣
には，出土した縄文土器や埴輪の図を挙げ，原稿用紙を用いて文を書いているのも初めてらしいなど，初め
てのものが実に多い。一方，水戸藩彰考館に招かれて｢大日本史｣編纂にも関与したとも言われ，偽書｢南朝
公卿補任｣の作者とされている。

Wikipedia｢藤貞幹｣，YouTube帝塚山考古学研究所市民大学講座村野正景講演｢この方，何者? 考古学者藤貞幹の学問｣，清野謙次｢日本
人種論変遷史｣，


